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京都女子大学英文学会会則

平成24年11月 改正

第1章 総則

一、本会は京都女子大学英文学会 と称する。

二、本会は京都女子大学英文教室(京 都市東山区今熊野北日吉町35番 地)に

置 く。

三、本会は会員相互の英語圏の言語 ・文化 ・文学に関する研究、およびこれ

らとの比較研究とその交流を促進 し、学界に寄与することを目的とする。

第2章 事業

一、本会 はその 目的達成 のため以下 の事業 を行 う。

1.学 術誌 『英文学論叢』、お よびEssαys&Stzedies等 の 刊行。

2.講 演会、研 究発表会等の開催。

3.年 次総会の開催。

第3章 会 員

一、本会は以下の会員をもって構成する。

1.大 学院英文学専攻、文学部英文学科の学生。

2.上 記1の 各専攻、学科等の修了生 ・卒業生(以 下卒業生という)。

3.英 文教室専任教員(以 下教員という)。

4.英 文教室旧専任教員、その他運営委員1名 の推薦を受け、本会が認めた

者。

二、会員は本学会の年次総会、講演会、研究発表会等に出席 し、本学会の出

版物に寄稿し、出版物(会 員名簿を含む)の 配布を受けることができる。
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第4章 役 員

一一、本会に以下の役員を置 く。

1.会 長 英文教室専任教員の互選により選出されたもの一名。

2.運 営委員 教員若干名、卒業生若干名、在学生若干名。

3.編 集 ・審査委員 教員若干名。

4.会 計 運営委員のうち1名 がこれを兼務する。

5.会 計監査 卒業生1名 、教員1名 。

二、役員 の任務

1.会 長 は本会 を統轄す る。

2.運 営委員 は会長 を補佐 し、本会の運営 に当た る。

3.運 営委員 は次の諸業務 に当た る。

イ.年 次総会 、講演会 、研究発表会等 の開催 とその広報 ・連絡。

ロ.会 計。(会 費の徴収 を含む。)

ハ.学 会 員名簿 の作成。

二.そ の他。

4.編 集 ・審査委員 は次の諸業務 に当た る。

イ.『 英文学論叢』の原稿審査 ・編集刊行。

ロ.Essαys&St?LCIiesの 原稿 審査 ・編 集刊行 。

三、役員 の任期 は一年 とす る。但 し、重任 は妨 げない。

第5章 経 費

一、本会の経費は会員から徴収する会費をもって充てる。但 し、『英文学論

叢』出版の経費については別途の学内資金による。

二、会費 年会費 とし、年度はじめに徴収する。但 し学部在学生の会員につ

いては入学時に在学年限分を一括徴収する。
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イ.学 部在学生

ロ.大 学院在学生

ハ.卒 業生

二.大 学院修了者

ホ.現 職教員

へ.退 職教員

500円

1,000円

1,000円

1,000円

3,000円

1,000円
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『英文学論叢』執筆(投 稿)規 程

2002年11月3日 改 正

1.投 稿 者 は本会の会員であるこ と。但 し、特 別依 頼原稿 に限 り例外 とす る。

2.内 容 は英 語圏の言語 ・文化 ・文学 に関する研 究、お よび比較文化 ・比較

文学 に関す る未発表 の 日本語 または英語 の論文 お よび書評 とす る。書評 は

編集委員会の依頼による。(た だ し口頭 で発表 した ものはその旨を明記すれ

ば可。)

3.日 本 語原稿要領

1)横 書 きで12,000字(30字 ×40行 ×A4判 用 紙10枚)程 度 とする。機械

印字 した もの を3部(コ ピー可)と 、 デー タファイル(テ キス トフ ァ

イルに変換 した ものが望 ま しい)を 保存 した フロッピーデ ィスク1枚

を提 出す る。

2)外 国語 の固有名詞 は原則 としてカ タカナ表記 とし、初 出時に原綴 を括

弧 に入 れて添 える。

3)引 用文 は原則 として原語 とし、訳 は添 えない。 また翻訳 を使用す る場

合 は翻訳者 、出典 を明示す る。

4)注 は原稿 の末尾 に付 して提 出 し、脚注 として印刷す る。注番号 は裸数

字 で1,2,3,と 表 記する。

5)引 用文献一一覧を必ず付す。 引用、後注、 引用文献一一覧、 その他 につ い

ては、J.ジ バ ルデ/W.S.ア ク ター ト編、原田敬一訳編 『MIA新 英 語論文

の手 引』第5版 、北星堂、2002年 刊 に準拠す る。

4.英 語原稿要領("NotesforContributorsiiを 参 照の こと)

1)7000語(A4用 紙 に約14語 ×25行 ×20枚)以 内 とする。機械印字 した

もの3部(コ ピー可)と テキス トフ ァイルを保存 した フロ ッピーデ ィ

スク1枚 を提 出す る。
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2)注 は原稿 の末尾 に付 して提 出 し、脚注 として印刷す る。注番号 は裸数

字 で1,2,3,と 表 記する。

3)引 用文献一覧(WorksCited)を 付 す。論文 の体裁、 引用、後注、 引用

文 献一覧 、そ の他 につ いて は、JosephGibaldi,MLAHandbookfor

Writers(～ プReseα γchP卿 θγs(NewYork:TheModemLanguage

AssociationofAmerica)最 新 版 に従 うもの とす る。

5.執 筆者 による校正 は再校 まで とし、誤植 の訂正程度 に とどめるこ と。

6.執 筆者 には抜 き刷 り20部 が無料 配布 される もの とす る。原稿 には投稿者

の氏名 を記載せず、別紙 に氏名、論文 の タイ トルお よび略歴 を記載 した も

のを一部 のみ原稿 に添付す る こと。

7.原 稿 の採否 は編集委員会 の審査 によ り決定す る。

8.宛 名:京 都女子大学英文学会 編集委員会

(住所 〒605-8501京 都 市東 山区今熊野北 日吉町35番 地 京都女子

大学英文学科 内)封 筒 に 『英文学論叢 』原稿 と朱書す る こと。

9.締 切:第62号 の締切 は2018年10月12日 。

10.本 誌 に掲 載 された論文等 につ いては著作権 の複製権 ・公衆送信権 を京都

女子大学英文学会及 び京都女子大学 に許諾す る もの とす る。但 し、著作権

の移動 はな く、著者 は両者 、或 はいず れか一方へ の許諾 をいつ で も取 り消

す ことがで きる。

本誌 に掲載 された著作物 の全文又は一部 を電子化 し、京都女子大学学術情

報 リポジ トリーサーバ或 はその他 の コンピュー ターネ ッ トワークで公 開す

る ことがある。

附則

本投稿規程は平成26年12月3日 より一部改正施行する。
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NotesforContributors

1.ContributorsmustbemembersoftheEnglishLiterarySocietyofKyoto

WomenlsUniversityexceptinthecaseofcontributorsbyspecialinvitation.

2.Articlesarerestrictedtounpublishedworkonthelanguage,culture,orli-

teratureofEnglish-speakingnationsand/oritscomparativeaspectoverthe

Japaneselanguage,culture,orliterature.Bookreviewsmaybecommis-

sionedbytheeditorialboard.

3.Thelengthshouldnotbemorethan7,000words,or20pages(251inesof14

words).ThreeA4-sizehardcopiesofthemanuscriptshouldbesubmitted

alongwithacopyonnoppydiskThecontributorlsn㎜eshouldnotappear

onthemanuscript.Instead,acoversheetwiththeauthorlsname,thetitle

ofthearticle,andabriefcurriculumvitaeprintedonitshouldbeenclosed

withthecopiesofthemanuscript.

4.Asforthestyleofdocumentation,contributorsareurgedtopreparemanu-

scriptsinaccordancewiththedirectives(parentheticalreferencesandalist

ofworkscitedinclusive)ofthelatesteditionoftheML4HanClbookj～)r

w檎 θ㎎(～ プReseαrch.Popers.

5.Contributorsareallowedtwoopportunitiesforproof-reading,the且rstand

thesecondproofs.Buttheyareurgedtolimittheircorrectionstotypo-

graphicalerrors,withoutchangingoraddingtowhattheyhaveoriginally

submitted.

6.TheEditorialBoard,whichincludesacoupleofguestreferees,willmake

thefinaldecisionforpublication.

7.Eachcontributorwillreceive20freeoffprints.

8.SubmissionsaddressedtotheEditorialBoardoftheEnglishLiterary

SocietyofKyotoWomen'sUniversityshouldbesenttoDepartmentof
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English,KyotoWomen'sUniversity,35Kitahiyoshicho,Imakumano,

Higashiyamaku,Kyoto,605-8501.Theenvelopeshouldstateinredthatit

containsasubmissionfortheEnglishLiterαtureReviezv.

ThedeadlineforsubmissionforNo.62isOctober12,2018.

Paperssubmittedtothisjoumalmaybeelectronicallytransmittedinother

formats.Pe㎜issiontoreproduceanypublishedmate副mustbeobt加ned

inadvancefromtheEnglishLiterarySocietyofKyotoWomen'sUniversity

andKyotoWomenlsUniversity.Becausetheauthorretainsthecopyright,he

orshemaycancelthesearrangementswiththeEnglishI、iterarySocietyof

KyotoWomen'sUniversityandKyotoWomen'sUniversity.

KyotoWomen'sUniversityreservestherightincertaininstancestomake

thismaterial(inwholeorinpart)availabletoKyotoWomen'sUniversity's

electronicarchivesorotheraffiliatedinformationrepositories.

Thisadditionalclause

December,2014.

(No.10)shallcomeintoforceonthe3rdof



編 集 後 記

『英文学論叢』第61号 をお届けいた します。今号は本数が少なめ とはいえ、
英語学1本 、英米文学 ・文化1本 、プロダクション1本 という、多様な分野の
論文が揃いました。
最近の 『英文学論叢』を並べてみます と、第57号 から第60号 まで、教授陣
のこ退任記念号が続いております。5名 の先生方が定年を迎えられ、英文学科
を去って行かれた寂 しさの裏側では、ジョン・カンベルーラーセン先生、木村
マリアン先生、金澤哲先生、鴨川啓信先生という4名 の先生方をお迎えする歓

びもありました。英文学科が年々更新 されていき、新 しい風が吹き込み、変化
しているのだと実感 されます。語学、英米文学、演劇、映画と、多様な分野で

学生たちの関心が拡がって行ってほしいと思います。
さて、今年の大 きな トピックのひとつとして、カズオ ・イシグロ氏のノーベ
ル文学賞受賞があげられるでしょう。「日本の誇 り」だと喜ぶ人、「日本国籍で
はないのにはしゃぎ過ぎだ」 と周囲の大騒 ぎを批判する人、にわかイシグロ ・
ファンになって書店に氏の小説を買いに走る人など、反応 は様々です。BBC
NewsJapanで は、「物語の語 り方によっては、人種や階級や民族性といった
バリアを超えられるはずだと、僕は常に信 じてきた」 という氏の談話を載せて

います。ひとつの立ち位置に固着 しないしなやかなものの見方と、異なった視

点で世界を見ることの大切 さと豊かさを改めて教えられた気がします。にわか
ファンであっても、知らなかった作品と出会い、新 しい世界に触れ、ものの考
え方や見方を拡げ、豊かな時間をひと時でも味わえることができる、そんな機

会をノーベル文学賞が与えてくれるとすれば、今年はなかなか良い年ではなか

ったでしょうか。(K.S.)

英 文学論叢ISSNO286-1674

[編集委員 高橋勝忠、松宮園子、佐伯恵子]

[題字 石田憲次先生]
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